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～画像検診と運動器健診～

９/７ (木)
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| 今回のテーマ |

浜松光医学財団ではPET-CT、MRIなどの画像診
断を用いた全身の総合検診を実施しています。
浜松ホトニクス（株）の従業員を対象とした検
診では健保組合と協力し、これまで20年間に渡
り、同一集団の経年的な検診データをレセプト
データとともに蓄積することで検診の有用性を
検証しています。蓄積データや検診プラット
フォームを活用した疾患予防に対する協業をご
検討いただけましたら幸いです。

開催日

第10回

＜お問合せ＞ kobecity-rc@office.city.kobe.lg.jp （事務局 神戸市）

主催：神戸リサーチコンプレックス協議会

全身の総合画像検診
～有用性検証とデータ活用～

(一財)浜松光医学財団 浜松PET診断センター
事務局 竹園 翔大

ファシリテーター：小林洋 司会：千田修治
（神戸医療産業都市推進機構クラスター推進センター リサーチコンプレックス担当コーディネーター）

超高齢社会における運動器疾患と運動器健診
への取組

アルケア株式会社 医工学研究所
所長 縄田 厚

QR
【参加登録】

オンライン開催・参加無料

登録締切り：9/6（水）

https://forms.gle/UT15fdHxbG8G3z7k8

将来超高齢社会において、高齢者の骨折や関節
疾患などの運動器疾患が増加しており、予防や
適切な治療が重要です。しかし、運動器疾患の
予防・治療に向けた運動器を評価する仕組みづ
くりは十分ではありません。アルケアは、医療
機器開発企業として医療現場と連携し、運動器
健診及びそのサービス開発を取り組んでいます。
今回、我々の活動と構想を共有し、様々な立場
との取組と連携していき、日本における自立的
ケアの達成を目指したいと考えております。


